
CEFRによるスコアの対応状況

2018年度 公開テスト開催概要

グローバル・コミュニケーション＆テスティング
TEL  03-6836-0125［平日9：30～17：30］
E-mail info@gc-t.jp　公式サイト  http://gc-t.jp/

お 問 い
合 わ せ

TOEFL Junior®TOEFL Primary®
世界基準で「読む力」「聞く力」を測定
大学入試でも１２０以上の大学で活用
受験料：４，３２０円（税込）

ＴＯＥＦＬ　ＪｕｎｉｏｒⓇは英語によるコミュニケーション能力を測定するテストで、
ペーパーベースで「読む力」「聞く力」を測定します。
ＴＯＥＦＬｉＢＴⓇにつながる唯一のテストであり、高校生が初めて受験するのに適した世界基準テストです。 世界に飛び出す、はじめの一歩

受験料：３，８８０円（税込）

2018年6月24日（日）・12月9日（日）テスト実施日

札幌・東京・名古屋・大阪・福岡（全5会場）実施会場

＊公開テストのほか、学校・団体受験も可能です。
　テストの詳細・お申し込みは公式ウェブサイトをご覧ください。

＊各テストのCEFR上下限に基づき算出しております。あくまで目安としてご参照ください。
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TOEFL iBT ®

TOEFL ITP ®

TOEFL Junior ®

TOEFL Primary ® Step 2

TOEFL Primary ® Step 1

TOEFL Junior Ⓡの資料および
サンプル問題をご希望の方は
右下のQRコードより
お申し込みください。

お問い合わせ内容欄に
「大學新聞 資料・サンプル問題希望」

とご記入ください。

トフルジュニア

参加者たちの質問に勝又氏が回答
Q&A

勝又名誉教授が考えるグローバル人材とはど
のような人材だと思われますか？

自分の考えや意見を英語で伝えられることが、
グローバル人材の第一歩だと思います。ビジ

ネス現場において、ネイティブスピーカーと会話をし
ている時に「Yes」をたくさん用いて聞くことに終始
しているビジネスマンを見かけますが、「That’s your 
opinion. I have a diff erent thought.」（あなたの意見
は分かりました。しかし、私には別の考えがあります）
というように、自分の意見をそのフレーズの後にきち
んと言えるだけで、その人の評価はグッと上がります。
そういった英語で考えを伝えられる人が一人でも多く
増えて欲しいと願っています。

勉強が苦手な大学生に対して、英語力向上に
向けたアドバイスがあればお願いします。

勉強が苦手な大学生であれば、まずは日本
語で論理的に物事を考える努力をすること

をオススメします。私は世界を舞台に仕事をしてき
ましたので、これまでにいろいろな方とお会いして
きました。「日本語だと言えるのですが、英語は苦
手で…」という方もいらっしゃいましたが、「それで
は日本語で良いので言ってみてください」と尋ねる
と、意外と日本語でも上手く説明できなかったりす
るんですね。ですから、英語学習と同時に、日本語
で論理的な説明をする訓練をぜひしてみてください
とアドバイスしたいです。

どうすればもっと日本の大学生のスピーキン
グ力を向上できますか？

上位層の学生は別として、ごくごく平均的
な大学生であれば、流暢に英語を使いこな

せる学生はそう多くはないでしょう。そんな彼ら・
彼女らに私が伝えたいのは、まずは意思疎通がで
きるように頑張ってみようということです。英語
は世界共通語ですから、非英語圏の国民の英語は
それぞれに訛りがあります。日本人にも特有の訛
りがありますが、「綺麗に発音しなければ」といっ
たことよりも「伝われば良い」くらいの心の余裕
を持てば、自然と英語のスピーキング力は上がっ
ていくと思います。

TOEFL Junior Ⓡの効果的な活用方法につい
て教えてください。

TOEFLⓇは「学力としての英語力」を正確に
測ることができます。また、目標を持つため

にはとても良い指標です。国際教養大学でもクラス
分けや留学の条件などで活用しています。しかしな
がら、試験としての難易度が高いというのもまた事
実です。そのため、TOEFL JuniorⓇで英語力の基礎
を確認し、TOEFL iBTⓇへとつなげていくという方
法がオススメです。TOEFL JuniorⓇは中学生・高校
生向けに作られている世界基準のテストですが、こ
れから英語を本格的に勉強したいという大学生に対
しても効果的な内容になっています。

基調講演を終えて
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世界基準英語教育研究セミナー 開催レポート

「大学におけるグローバル人材育成の最先端」

ィ
ア
」
で
「
地
球
温
暖
化
」
と

日
本
語
で
入
力
す
る
と
、
そ
れ

な
り
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に

「Global warm
ing

」
と
英

語
で
入
力
す
る
と
、
日
本
語
版

の
3
倍
以
上
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
は
誰
で
も
編
集
で
き
る
特
性

上
、
信
憑
性
の
部
分
に
つ
い
て

は
自
分
で
再
度
確
認
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で

も
英
語
版
の
方
が
情
報
量
が
多

い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
や

は
り
、
英
語
は
世
界
共
通
語
と

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
世
界
中

の
人
々
が
情
報
を
更
新
で
き
る

と
い
う
点
が
、
こ
う
し
た
情
報

の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
大
学
生
た
ち
は
、
ネ
ッ
ト
等

を
活
用
し
て
英
語
で
ど
ん
ど
ん

調
べ
て
い
く
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
知
識
の

習
得
に
加
え
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
の
ス
キ
ル
が
自
然
と
磨
か
れ

て
い
く
は
ず
で
す
。

無
料
の
ネ
ッ
ト
動
画
を
活
用
し
て

一
流
の
講
演
を
聴
い
て
み
る

　
ま
た
、
も
う
一
つ
推
薦
し
た

い
英
語
の
学
習
方
法
と
し
て
、

「TED
 Talks

」
の
活
用
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｄ
は
、Technology 

Entertainm
ent Design

（
本

部
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
）
の
団
体
の
略
称
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
人
物
を
講
師
と
し
て
招

き
、
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

模
様
は
、「TED Talks

」
と

い
う
動
画
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全

世
界
に
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い

る
た
め
、
誰
で
も
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
T
E
D
が
扱
う
分
野
は
多
岐

に
わ
た
り
、
政
治
や
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、
最
新

の
自
然
科
学
の
研
究
や
教
育
、

音
楽
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広

い
た
め
、
非
常
に
興
味
深
い
内

容
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
講
演
者
の
一
例
を
挙

げ
る
と
、
2
0
1
4
年
に
「
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
」
を
受
賞
し
た

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
や
元

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
ビ

ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
な
ど
、
多

彩
な
顔
ぶ
れ
の
人
た
ち
の
講
話

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「TED Talks

」
に

は
講
演
全
体
の
様
子
が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
講
演
者
が
ジ
ョ

ー
ク
を
飛
ば
し
た
際
に
は
、
聴

衆
が
笑
っ
た
り
す
る
姿
も
映
っ

て
い
ま
す
。
自
分
が
そ
の
ジ
ョ

ー
ク
を
理
解
で
き
た
か
ど
う
か

も
す
ぐ
に
分
か
る
た
め
、
リ
ス

ニ
ン
グ
力
を
上
げ
る
の
に
と
て

も
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　
講
演
は
5
分
程
度
の
短
い
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
学
生

の
方
々
に
は
空
い
た
時
間
に
ぜ

ひ
聴
い
て
み
る
こ
と
を
オ
ス
ス

メ
し
て
い
ま
す
。

無
理
な
く
英
語
力
を
伸
ば
す

　
国
際
教
養
大
学
の
E
A
P

国
際
教
養
大
学
で
は
、「
国
際

教

養
（International 

Liberal Arts
）」
を
教
学
理

念
に
掲
げ
、「
豊
か
な
教
養
」

「
英
語
を
」で
は
な
く「
英
語
で
」

勉
強
す
る
こ
と
が
大
切

　
語
学
力
の
基
礎
を
築
く
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
は
、
英
語
の
勉

強
に
邁
進
す
る
こ
と
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
高
学
府
で
あ
る
大

学
に
お
い
て
は
、
単
に
英
語
の

勉
強
だ
け
で
は
学
生
の
成
長
に

あ
ま
り
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
む

し
ろ
、
国
語
や
数
学
、
理
科
や

社
会
と
い
っ
た
他
教
科
の
科
目

を
英
語
で
勉
強
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
の
分
野
の
教
養
が
身

に
つ
く
と
同
時
に
、
英
語
力
が

よ
り
一
層
磨
か
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
産
業
が
普
及
し
、
生
活
を

す
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
実

際
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
言
葉

を
検
索
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
す
る

だ
け
で
簡
単
に
た
く
さ
ん
の
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、「
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ス
が
多
い
で
す
が
、
国
際
教
養

大
で
は
実
際
に
そ
の
科
目
が
求

め
る
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
て
初

め
て
単
位
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
海
外
の
大
学
の
イ
メ

ー
ジ
で
す
。
そ
う
し
た
大
学
の

方
針
に
よ
っ
て
、
世
界
に
通
用

す
る
人
材
が
輩
出
さ
れ
る
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
本
学
か
ら
多

く
の
優
秀
な
人
材
が
世
界
に
羽

ば
た
い
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

11
月
27
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
テ

ス
テ
ィ
ン
グ
（
G
C
&
T
、
本
社
東
京
・
港
区
）
に
お
い
て
、

世
界
基
準
英
語
教
育
研
究
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
最
先
端
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
国
際
教
養
大
学
（
秋
田
市
）
の
勝
又
美
智
雄
名

誉
教
授
が
「
国
際
教
養
大
学
に
お
け
る
T
O
E
F
L
Ⓡ
活
用

法
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
が
社
会
的
に
も
大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
大
学
・
高
等
学
校
の
教
職
員
や
そ
の
他
教
育

関
係
者
が
詰
め
か
け
た
講
演
の
要
旨
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
」「
卓

越
し
た
外
国
語
の
運
用
能
力
」

の
三
つ
を
身
に
つ
け
た
、
世
界

を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
真
の
国

際
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
英
語
で
学
び
、
英
語
で

考
え
る
」
を
基
本
に
、
徹
底
し

た
少
人
数
教
育
と
1
年
間
の
海

外
留
学
を
義
務
づ
け
て
い
る
点

が
特
徴
で
す
。

　
特
に
入
学
後
は
新
入
生
全
員

がT
O
EFL IT

P®

テ
ス
ト

（
以
下
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
Ⓡ
）
を
受

験
し
て
、
英
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
「English for Academ

ic 
Purposes

（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）」を
履
修

し
ま
す
。
こ
れ
は
国
際
教
養
大

や
留
学
先
の
大
学
に
お
い
て
、

学
問
を
深
め
て
い
く
た
め
に
必

要
な
英
語
力
を
修
得
す
る
科
目

の
こ
と
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
Ⓡ

の
ス
コ
ア
に
よ
っ
て
初
級
・
中

級
・
上
級
と
い
っ
た
自
分
の
英

語
力
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で
履
修

し
ま
す
。

　
具
体
的
な
授
業
の
中
身
と
し

て
は
、「TED Talks

」
や
論

文
・
新
聞
記
事
等
の
英
語
で
の

要
約
、
小
論
文
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

や
授
業
の
予
習
・
復
習
を
や
り

切
る
た
め
に
、
学
生
た
ち
は
英

語
漬
け
の
生
活
を
送
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
で
、
個
人
の
英
語
力

は
自
然
と
伸
び
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
学
で
は
、

T
O
E
F
L
Ⓡ
を
学
生
の
英
語

力
を
測
る
た
め
の
指
標
と
し

て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
関
連
づ

け
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
富
な
言
語
学
修
教

材
を
そ
ろ
え
た
言
語
異
文
化
学

修
セ
ン
タ
ー（
L
D
I
C
）や
、

24
時
間
3
6
5
日
開
放
し
て
い

る
中
嶋
記
念
図
書
館
な
ど
、
勉

強
に
没
頭
で
き
る
た
め
の
施
設

も
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生

た
ち
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
互
い
に
刺

激
し
合
い
、
日
々
の
授
業
や
試

験
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
合
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
大
学
の
多
く
は
、
履

修
登
録
を
し
て
出
席
さ
え
し
て

い
れ
ば
単
位
が
も
ら
え
る
ケ
ー

国際教養大学の英語教育法
●❶ 1年生はEAP（English for Academic Purposes）で特訓
●❷ 入学式前日実施の TOEFL ITPⓇの成績で能力別クラス編成（平
均スコア520）

●❸ 重視するのは「読み書き」。Reading、Writingを徹底的に鍛える
●❹ EAPの授業でTED Talksを活用する。「聞く」（Listening）もト
レーニングする

●❺ EAPでは50～300語程度の作文をほぼ毎週、5～7本提出さ
せる

●❻ 1日5時間の授業に宿題（自習）が5～8時間かかる
●❼ EAP修了の条件をクリアするのは春学期中に7割
 （条件：TOEFLⓇ500点以上、500語程度の英作文が5～10本。
PowerPoint を使ったプレゼンテーションが5回以上必要）

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ 

日
本
版 

2
0
1
7

『
教
育
満
足
度
』首
位
に
輝
く
国
際
教
養
大
学
の
秘
密
に
迫
る

国
際
教
養
大
学

勝
又 

美
智
雄 

名
誉
教
授

国際教養大学 勝又 美智雄 名誉教授
かつまた・みちお●1947年大分県生まれ。東京外国語大学英米語科卒業。1972年から2004
年まで、日本経済新聞社で社会部記者、ロサンゼルス支局長、国際第二部次長、編集委員など
を歴任。1981年、スタンフォード大学ジャーナリズム研究員、1993年から2002年まで東京
外国語大学非常勤講師。04年、国際教養大学の開学と同時に教授兼図書館長に就任。北米研
究（政治・経済・社会問題）、日米関係論などを教え、16年春に定年退職。現在はグローバル
人材育成教育学会の理事や国際教育研究所の副所長なども務める。
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